
今
回
の
改
選
は
、
正
副
議
長

の
辞
職
と
常
任
委
員
の
任
期
切

れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
ず
議

長
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の
結

果
、
第
二
十
六
代
議
長
に
小
山

勝
利
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
副
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
、
第
二
十
五
代
副
議
長
に
西

川
博
司
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
議
員
選
出
の
監
査

委
員
に
鈴
木
章
夫
議
員
を
選
任

す
る
議
案
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
四
つ
の
常
任
委
員
会
・

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
長
と

副
委
員
長
、
委
員
の
選
任
や
城

南
衛
生
管
理
組
合
議
会
議
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営

委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
＝
委
員
長
○
＝
副
委
員
長

(

敬
称
略)

◎
井
出

弘
○
高
橋
尚
男

小
牧
直
人

川
原
一
行

山
崎
恭
一

川
島
恵
美
子

浅
見
健
二

菅
野
多
美
子

◎
宮
本
繁
夫
○
河
上
悦
章

矢
野
友
次
郎

長
谷
川
雅
也

帆
足
慶
子

小
山
勝
利

金
ケ
崎
三
千
彦

藤
田

稔

◎
足
立
恭
子
○
松
峯

茂

西
久
保
平
二

向
野
憲
一

坂
下
弘
親

久
保
田
幹
彦

庄
司

洋

鈴
木
章
夫

◎
池
内
光
宏
○
菅
原
正
彦

西
川
博
司

田
中
美
貴
子

水
谷

修

中
路
初
音

関
谷
智
子

片
岡
英
治

◎
矢
野
友
次
郎
○
藤
田

稔

松
峯

茂

宮
本
繁
夫

帆
足
慶
子

高
橋
尚
男

坂
下
弘
親

庄
司

洋

鈴
木
章
夫

浅
見
健
二

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率
100
％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
―
―
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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平
成
十
二
年
度
の
情
報
公
開

制
度
の
実
施
状
況
と
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
状
況
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
二
年
度
は
八
十
四
件
の
請

求
が
あ
り
、
前
年
度
よ
り
三
件

増
え
ま
し
た
。
請
求
に
係
る
実

施
状
況
は
、
全
部
公
開
が
十
九

件
、
部
分
公
開
が
三
十
三
件
、

非
公
開
が
三
十
二
件
で
し
た
。

そ
の
う
ち
、
五
件
の
不
服
申
し

立
て
が
あ
り
ま
し
た
。

公
開
請
求
の
内
容
は
、
贈
収

賄
事
件
関
係
、
管
理
職
研
修
関

係
、
学
校
給
食
関
係
、
教
育
委

員
会
会
議
録
関
係
、
中
消
防
署

建
替
関
係
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

請
求
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
十
一
年
度
か
ら
情
報

公
開
の
制
度
化
を
図
っ
た
市
出

資
の
九
団
体
に
対
し
て
は
、
情

報
公
開
の
申
し
出
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱

い
の
確
保
を
図
り
、
市
民
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
た
め

に
、
平
成
十
一
年
四
月
よ
り
、

個
人
情
報
保
護
制
度
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

十
二
年
度
は
、
十
一
件
の
自

己
情
報
の
開
示
請
求
が
あ
り
、

内
訳
は
、
全
部
開
示
が
五
件
、

部
分
開
示
が
一
件
、
不
開
示
が

五
件
で
し
た
。
不
服
申
し
立
て

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

開
示
請
求
の
内
容
は
、
印
鑑

登
録
に
関
す
る
も
の
な
ど
で
し

た
。な

お
、
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
市
出
資
の
次
の
九
団
体
に
つ

い
て
も
新
た
に
個
人
情
報
保
護

の
制
度
化
を
図
り
ま
し
た
。

①
�
宇
治
市
社
会
福
祉
協
議
会

②
宇
治
市
土
地
開
発
公
社

③
�
宇
治
廃
棄
物
処
理
公
社

④
�
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー

⑤
�
宇
治
市
公
園
公
社

⑥
�
宇
治
市
霊
園
公
社

⑦
�
宇
治
市
駐
輪
場
公
社

⑧
�
宇
治
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社

⑨
�
宇
治
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
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パネルディスカッション
コーディネーター 山路興造さん
パネラー
中川惠次さん(宇治商工会議所会頭) 田鍬到一さん(県神社宮司)
谷口玲子さん(立命館宇治高校教諭) 村上暁美さん(明星保育園保母)
渡邊季史子さん(宇治大田楽出演者) 中谷雅夫さん(実行委員会会長)

【問い合わせ】宇治大田楽まつり実行委員会 (�22-5557)

市
議
会
の
五
月
臨
時
議
会
が
五
月
二
十
四
日
に
開

会
。
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
後
、
議
会
運
営
委
員
会

や
常
任
委
員
会
の
委
員
の
選
任
、
議
員
選
出
の
監
査

委
員
の
選
任
同
意
を
行
い
、
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

小山勝利議長

西川博司副議長

鈴木章夫監査委員

�
�

�
�
�
�
�
�
	



�
�

�

�

�
�
�
	




�
�

�
�
�

�
�
�
	




�
�
�
�
�
�
�

�
	


�

�

�
�
�
�
�
�

�
�
�


�

野村万之丞さん 山路興造さん
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文化センター､ 観光協会､ 観光案内所(宇治橋西詰･近鉄大久保駅構内)､ アルプ
ラザ(城陽･宇治東)､ 東宇治･西小倉･南宇治･槇島各コミュニティセンター､ 手芸
とカメラのマツモト､ 松下時計店､ うさぎ堂､ 宇治書店､ 黄檗薬局

前売り券はプレイガイドで発売中
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���宇治市文化センター(�20-2111)
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エネルギー
スターマーク（グリーンマーク）（エコマーク） （　　　　　　）

取り組み取り組み

取り組み取り組み

取り組み取り組み

取り組み取り組み

　　　　   ．エネルギー使用量の削減
　電力→３％削減　        都市ガス→３％削減　　公用車の燃料→５％削減

　　　　   ．水使用量の削減
　　　水使用量→３％削減

　　　　   ．廃棄にあたっての配慮
　　　可燃ごみ排出量→５％削減

　　　　   ．紙類使用量の削減
　　　紙類使用量→５％削減

　　　　   ．物品等の購入にあたっての配慮（グリーン購入の推進）

取り組み取り組み

　
近
年
の
大
量
生
産
・
大
量
消

費
・
大
量
廃
棄
に
伴
う
社
会
経

済
活
動
や
生
活
様
式
は
、
環
境

へ
の
負
荷
を
増
大
さ
せ
、
地
域

の
環
境
だ
け
で
な
く
地
球
温
暖

化
（
注
１
）
や
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
（
注
２
）
な
ど
地
球
環
境
に

ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
十
一
年
に
国

の
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
法
に
よ
り
、
地
方
自
治
体

は
、
自
ら
の
事
務
及
び
事
業
活

動
に
伴
い
排
出
さ
れ
る
二
酸
化

炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を

削
減
す
る
た
め
の
計
画
（
実
行

計
画
）
の
策
定
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で

市
で
は
、
一
事
業
者
、
一
消
費

者
と
し
て
の
立
場
か
ら
環
境
へ

の
負
荷
の
低
減
に
率
先
し
て
取

り
組
む
と
と
も
に
、
市
が
行
う

事
務
及
び
事
業
か
ら
排
出
す
る

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
を
抑
制
す
る
た
め
、
「
宇

治
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
を
策
定
し
、
環
境
に
や
さ

し
い
市
役
所
を
目
指
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
実
行
計
画
で
は
、
庁
舎
で
市

の
職
員
が
直
接
行
う
事
務
だ
け

で
な
く
上
・
下
水
道
事
業
や
清

掃
事
業
、
小
・
中
学
校
の
教
育

施
設
な
ど
で
使
用
す
る
電
気
・

燃
料
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

か
ら
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
算
定
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
×
排
出
係
数
）し
て
総
排
出

量
を
把
握
し
ま
す
。
そ
し
て
、

算
定
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
総

排
出
量
を
削
減
す
る
た
め
の
職

員
の
取
り
組
み
や
、
削
減
目
標

を
決
め
、
そ
の
実
施
状
況
を
公

表
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
市
役
所
関
係
の
事
務
事
業
に

伴
い
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
総
排
出
量
＝
平
成
11
年
度

で
約
１
万
３
千
４
百
３
十
７
ト

ン（
二
酸
化
炭
素
換
算
）

◎
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標

＝
平
成
17
年
度
ま
で
に
11
年
度

比
で
３
％
の
削
減（
図
１
参
照
）

◎
平
成
11
年
度
の
主
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
資
源
等
の
使
用
状
況
＝

表
１
参
照

◎
主
な
取
り
組
み
内
容
と
削
減

目
標
＝
下
記
の
取
り
組
み
１
〜

５
参
照

　
皆
さ
ん
も
、
こ
の
大
切
な
地

球
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
暮
ら
し
を
見
直

し
、
そ
の
行
動
を
地
域
に
、
さ

ら
に
地
球
規
模
に
広
げ
て
い
き

ま
せ
ん
か
。

（注２）

●オゾン層の破壊…フロンなどが大量に放出さ
れ続けたことで、成層圏にあるオゾン層の破壊が
進行。人体に有害な紫外線の増加が心配されてい
ます。フロンの生産規制等が国際的に実施されて
いますが、廃冷蔵庫・カーエアコン等から使用済
みフロンを回収し、処理することが重要です。

　皆さんに環境のことを考えてい
ただくきっかけとなるようなパネ
ル展示・ビデオ放映、また身近な
家電製品の電力量を簡易表示する
コーナーなどを設けます。ぜひお
立ち寄りください。

問 環境企画課　

内　容

と　き

ところ

平成11年度の市役所関係の事務・事業における主なエネルギーや資源の使用状
況は次のとおりです。市役所関係の温室効果ガスの発生量は電気使用によるも
のが最も多く、全体の約8割を占めていました。

主なエネルギーや資源等の使用状況（平成11年度）

電 力
都 市 ガ ス
紙類（コピー・印刷物等）
水 （ 水 道 ）
可燃ごみ
不燃ごみ
合 計

ご

み

（注）一般世帯の使用量は「宇治市統計書（平成12年）」より平成11年度分を推計しました。

約 5,740世帯分
約 800世帯分

－
約 1,650世帯分

－
－

約 710世帯分

27,668,061ｋＷｈ
371,601m3

72,912千枚（Ａ４換算）
485,118m3

332.3ｔ
122.6ｔ
454.9ｔ

市役所関係の事務・
事業における使用量

市内の一般世帯の使用量
に換算すると（推計値）

（注１）

●地球温暖化…日常生活や事業活動から排出
される二酸化炭素などの温室効果ガスが原因で
地球の平均気温が上がり、それによってさまざ
まな気候変動が生じること。また気候変動にと
もなって生態系の変化、豪雨、干ばつ、海面上
昇による土壌浸食、水資源や食糧生産の減少な
どの深刻な影響が生じると考えられています。

温室効果ガス総排出量の削減目標温室効果ガス総排出量の削減目標
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126億円

136億円

億円 （図２）
  宇治市国保年度別医療費の推移

（図１）
  宇治市国保会計保険給付費等負担額

148億円

158億円

169億円

185億円

一部負担金

35.3億円

58億円

37.8％

62.2％
保険料

国・府・市
などの
負担額

35.3億円

58億円

37.8％

62.2％
保険料

国・府・市
などの
負担額

保険給付費等

医療費

93.3億円

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
加
入
者
が
病
気

や
け
が
な
ど
の
と
き
、
保
険
で
治
療
を
し
て
も
ら

え
る
大
切
な
制
度
で
す
。
そ
の
医
療
費
は
年
々
増

加
し
続
け
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
国
保
の
財
政

運
営
が
よ
り
厳
し
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

健
康
増
進
と
医
療
費
の
有
効
な
使
い
方
に
心
が
け

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
国
民
健
康
保
険
課

　
国
保
は
、
会
社
な
ど
の
職
場

の
健
康
保
険
制
度
に
加
入
で
き

な
い
人
で
構
成
さ
れ
、
市
町
村

単
位
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
「
一

部
負
担
金
」
は
、
国
保
の
場
合
、

医
療
費
の
三
割
（
退
職
被
保
険

者
は
二
割
）
で
す
。
残
り
の
七

割
（
退
職
被
保
険
者
は
八
割
）

は
国
保
が
負
担
し
、
そ
の
内
訳

は
加
入
者
が
納
め
る
保
険
料
や

国
庫
金
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。
本
市
の
国
保
会
計
が
平
成

十
一
年
度
に
負
担
し
た
保
険
給

付
費
等
は
約
九
十
三
億
円
で
、

そ
の
約
三
八
％
が
加
入
者
の
保

険
料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
（
図

１
参
照
）。

　
平
成
十
一
年
度
の
国
民
総
医

療
費
は
約
三
十
一
兆
円
に
の
ぼ

り
、
国
民
一
人
当
た
り
に
す
る

と
二
十
四
万
四
千
円
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　
宇
治
市
の
国
保
医
療
費
は
、

十
一
年
度
で
は
全
体
で
約
百
八

十
五
億
円
（
前
年
度
比
九
・
八

％
増
）
と
な
り
（
図
２
参
照
）
、

加
入
者
一
人
当
た
り
で
も
年
間

約
四
十
万
円
（
前
年
度
比
四
・

一
％
増
）
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
増
加
理
由
と
し
て
は
、

受
診
機
会
の
多
い
高
齢
者
の
加

入
割
合
の
増
加
や
医
療
内
容
の

高
度
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
医
療
費
が
増
え
れ
ば
、
当
然

加
入
者
の
保
険
料
負
担
に
も
は

ね
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
進
行
す
る
高
齢
社
会

に
あ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
で
医
療
費
を
有
効
に
使
う

こ
と
も
大
切
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◆医療費の節約

◆適度な運動
◆食生活の充実
◆休養は十分に

　35才以上で１年以上市国保に
加入している人は、人間ドック
健診経費の７割分を補助します。
　希望者は保険証と印鑑を持っ
て市国民健康保険課へ事前に申
し込んでください。

◆本人負担額　　
　男性　11,970円
　女性　12,910円

◆実施医療機関
　京都第一赤十字病院、京都き
づ川病院、第二岡本総合病院、
宇治徳洲会病院、宇治病院、六
地蔵総合病院、宇治川病院、都
倉病院、ユニチカ中央病院（婦
人科除く）、久御山南病院（婦
人科除く）。

◇１年間の保険料（医療分）は次の ＋ ＋ で算
出されます。この金額が賦課限度額53万円を超
える場合は保険料は53万円となります

　●所得割率… 8.0％
　●均等割額…１人につき24,500円
　●平等割額…１世帯につき31,200円
　●賦課限度額… 530,000円（国基準と同額）

◇40歳から65歳未満の人（介護第２号被保険者）が
いる世帯については、医療分保険料に介護納付
金分が上乗せされます。介護納付金分保険料は
次の ＋ ＋ で算出されます。この金額が賦
課限度額７万円を超える場合は、介護納付金分
保険料は７万円となります。

　＊40歳：介護被保険者資格が発生した月分から
算入されます（資格発生は40歳の誕生
日の前日となります）。

　＊65歳：国保料当初賦課時に65歳になる月の前月
分までの介護保険分を計算し、医療分保
険料とあわせて年度内に納めます。

　●所得割率… 0.89％ 
　●均等割額…１人につき 5,000円
　●平等割額…１世帯につき 3,700円
　●賦課限度額…70,000円（国基準と同額）

　※所得割額の算定となる総所得金額については専従者
　　控除は適用されません。

◆自己負担限度額

◆申請手続き



特別徴収（年金から天引き）の人の年金支給時の天引き額（単位：円）

４ 月

1,300

2,000

2,700

3,400

4,100

２ 月

2,700

4,100

5,500

6,900

8,300

合 計

12,500

18,750

25,010

31,260

37,510

1 2月

2,700

4,100

5,500

6,900

8,300

1 0月

3,200

4,550

5,910

7,260

8,610

８ 月

1,300

2,000

2,700

3,400

4,100

６ 月

1,300

2,000

2,700

3,400

4,100

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

普通徴収の人の納期ごとの保険料（納期は月末です）　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

月･納期
所得段階
第１段階
第２段階
第３段階
第４段階
第５段階

３月
第10期
1,500
2,300
3,100
3,900
4,600

２月
第9期
1,500
2,300
3,100
3,900
4,600

１月
第8期
1,500
2,300
3,100
3,900
4,600

12月
第7期
1,500
2,300
3,100
3,900
4,600

11月
第6期
1,500
2,300
3,100
3,900
4,600

10月
第5期
1,500
2,300
3,100
3,900
4,600

９月
第4期
700
1,100
1,500
1,900
2,300

８月
第3期
700
1,100
1,500
1,900
2,300

７月
第2期
700
1,100
1,500
1,900
2,300

６月
第1期
1,400
1,650
1,910
2,160
3,010

計

12,500
18,750
25,010
31,260
37,510

月
所得段階

　
十
三
年
度
の
保
険
料
額
に
つ

い
て
は
、
本
来
納
め
て
い
た
だ

く
べ
き
保
険
料
の
四
分
の
三
の

額
（
十
三
年
九
月
ま
で
は
国
の

特
別
対
策
に
よ
る
軽
減
措
置
が

あ
る
た
め
）
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
額
は
、
下
表
１
の
と

お
り
で
す
。
第
一
号
被
保
険
者

（
六
十
五
歳
以
上
の
人
）
及
び

第
一
号
被
保
険
者
が
い
る
世
帯

の
所
得
に
応
じ
、
五
段
階
に
分

け
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
納
付
方
法
に
は
、
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
と
普

通
徴
収
の
二
通
り
が
あ
り
、
受

給
し
て
い
る
年
金
の
種
類
や
額

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
年
金

額
が
年
額
十
八
万
円
（
月
額
一

万
五
千
円
）
以
上
の
人
は
本
来

特
別
徴
収
の
対
象
で
す
が
、
遺

族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
に
つ

い
て
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
年
金
額
が
年
額
十
八

万
円
（
月
額
一
万
五
千
円
）
以

上
の
人
で
も
、
次
の
場
合
は
普

通
徴
収
と
な
り
市
に
個
別
に
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
度
の
途
中
で
満
六
十
五
歳

に
達
し
た
人

年
度
の
途
中
で
他
の
市
町
村

か
ら
転
入
し
た
人
　

年
度
の
途
中
で
保
険
料
額
や

年
金
額
に
変
更
が
あ
っ
た
人

　
十
二
年
度
の
途
中
で
満
六
十

五
歳
に
達
し
た
人
や
転
入
し
た

人
の
う
ち
、
十
三
年
四
月
で
老

齢
・
退
職
年
金（
年
額
十
八
万

円
以
上
）を
受
給
し
て
い
る
人

は
年
度
の
後
半（
十
三
年
十
月
）

か
ら
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
納
期
ご
と
の
保
険
料
は
表
２

及
び
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
建
物
の

「
高
さ
」で
す
。

　
家
を
建
て
る
時
は
、「
絶
対

高
さ
」や「
斜
線
」な
ど
の
制

限
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
、

特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
し
て「
道
路
斜

線
制
限
」
と
「
北
側
斜
線
制

限
」
が
あ
り
ま
す
。

　
絶
対
高
さ
は
、
建
物
の
頭

打
ち
制
限
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
都
市
計
画
に
よ
る
高
度

地
区
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
低
層
の
住
居
専
用

地
域
で
は
、
良
好
な
住
居
の

環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
建

物
の
最
高
の
高
さ
は
地
盤
面

か
ら
十
メ
ー
ト
ル
以
下
に
制

限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
道
路
斜
線
制
限
は
道
路
空

間
や
沿
道
の
建
物
の
日
照
や

採
光
、
通
風
等
の
環
境
を
確

保
す
る
目
的
で
定
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
前
面

道
路
の
反
対
側
の
境
界
線
か

ら
一
定
の
勾
配
の
斜
線
（
住
居

系
の
用
途
地
域
の
場
合
は
一

対
一
・
二
五
の
勾
配
）
を
引
き
、

そ
の
範
囲
内
に
建
物
を
収
め

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
北
側
斜
線
制
限
は
、
絶
対

高
さ
と
同
じ
く
高
度
地
区
や

建
築
基
準
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
住
居
専
用
地

域
に
お
い
て
北
側
隣
地
に
お

け
る
一
定
の
日
照
を
確
保
す

る
こ
と
を
主
な
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。
例
え
ば
、
第
一
・

二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
で

は
、
北
側
の
隣
地
境
界
線
上
で

地
盤
面
か
ら
高
さ
五
メ
ー
ト

ル
上
が
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
一

対
〇
・
六
の
勾
配
の
線
を
引

き
、
そ
の
範
囲
内
に
家
を
収

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
冬
至

の
日
に
隣
地
へ
何
時
間
以
上

影
を
落
と
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
を
定
め
た
日
影

規
制
が
あ
り
ま
す
。

　
高
さ
の
制
限
に
は
、
用
途

地
域
の
ほ
か

敷
地
や
建
物

の
条
件
に
よ

っ
て
細
か
な

緩
和
規
定
が

定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
日

影
規
制
に
つ

い
て
も
細
か

く
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
建

築
さ
れ
る
地

域
の
制
限
内

容
を
必
ず
確

認
し
て
く
だ

さ
い
。

＜第1・ 2種低層住居専用地域の場合＞

　介護保険は、寝たきりや痴ほうなどにより介護が必要になった時に、誰もが安心
して介護サービスを受け、住み慣れた環境で暮らしていけるよう社会全体で支えあ
う制度として、昨年10月以降、65歳以上の皆さんからも納付をいただいています。
介護が必要となった時、安心して介護サービスが利用できるように、保険料の納付
にご協力ください。             　　　　　　　　　  　　 　　　問 介護保険課

　
こ
の
事
業
は
、
心
身
障
害
者

の
家
族
介
護
を
一
時
的
に
代
行

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
族
の
負

担
軽
減
を
図
る
支
援
サ
ー
ビ
ス

で
、
市
が
社
会
福
祉
法
人
宇
治

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
運
営
は
、
同
法
人
の
宇
治
共

同
作
業
所
が
宿
泊
ホ
ー
ム
（
木

幡
陣
ノ
内
９
ー
９
）を
利
用
し

て
行
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
利

用
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
利
用
基
準
に
合
わ
な
い

場
合
は
、
登
録
が
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
…
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
養
手
帳
を
も
つ
市
内
在

住
者
及
び
そ
の
保
護
者

◆
利
用
日
数
…
基
本
は
年
間
５

日
ま
で

◆
今
年
度
利
用
登
録
人
数
…
百

人
を
予
定

◆
費
用
…
登
録
料
＝
３
千
円
、

利
用
料
＝
１
日
３
千
百
円
（
時

間
単
位
の
利
用
も
可
）、
食
費

・
送
迎
等
の
実
費
相
当
額
が
必

要
で
す
。
な
お
、
登
録
と
利
用

に
必
要
な
申
請
書
類
は
、
宇
治

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
宇
治
共

同
作
業
所
に
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
…
宇
治
共
同
作

業
所
（

32
・
２
０
２
４
）

　
宇
治
市
議
会
で
は
、
市
制
施

行
五
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
「
宇
治
市
議
会
史

（
平
成
四
年
〜
十
二
年
）
」
と

「
議
会
だ
よ
り
縮
刷
版
（
昭
和

五
十
六
年
〜
平
成
十
二
年
）
」

を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
議
会
の
活
動
状

況
を
記
録
に
残
し
、
議
会
活
動

へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
二
冊
は
市
役
所
一
階
行

政
情
報
室
、
市
内
各
図
書
館
で

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
宇
治
市
議
会
史
・
議

会
だ
よ
り
縮
刷
版
と
も
に
一
冊

千
円
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
制
施
行
四
十
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
発
刊

し
ま
し
た
「
宇
治
市
議
会
四
十

年
史
」
に
つ
い
て
も
、
記
述
編
・

資
料
編
各
一
冊
千
円
で
頒
布
し

て
い
ま
す
。

　
問 

議
会
事
務
局

　外国人6人を含む参加者全員で、ざっくばらんに
日本語で話し合ってみませんか（通訳あります）。

とき…６月24日 、午後１時半～３時半 とこ
ろ…生涯学習センター（申し込み不要、直接会場
にお越しください） 参加費…300円（茶菓子代・
外国人参加者は無料）
　問 国際交流クラブ 壹岐幸佐さん（ 33-0480）

●応募方法…植物公園内の風景や植物、人物などを描い
た絵画（大きさ、種類、画材は自由）の裏面
に、下記の必要事項を記入した応募票を貼
り、６月24日 までに宇治市植物公園（〒
611-0031宇治市広野町八軒屋谷25-1）に
郵送か直接持参で。１人１作品に限ります。
【応募票（大きさは問いません) 】…住所・氏名（ふ
  りがな）・年齢・電話番号・作品題名

●応募資格…市内・市外は問いません。
●表　　彰…入賞作品の表彰は７月15日 に植物公園で
　　　　　　行います。
●展示期間…７月10日 ～29日
●そ　の　他…作品の返却は８月１日 ～12日 。ただし、
　　　　　　入賞作品の版権は植物公園に帰属するもの
　　　　　　とし、作品は返却しません。審査発表は７
　　　　　　月３日 に入賞者に直接通知します。
●問い合わせ…同園（ 45-0099)

所得段階

第１段階

第２段階
第３段階
第４段階
第５段階

保険料

12,500

18,750
25,010
31,260
37,510

対　象　と　な　る　人
○老齢福祉年金の受給者で、本人及び世帯全員が住民税非課税
○生活保護の受給者
○本人及び世帯全員が住民税非課税
○本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる世帯）
○本人が住民税課税で合計所得金額が２５０万円未満
○本人が住民税課税で合計所得金額が２５０万円以上  

65歳以上の人（第1号被保険者）の平成13年度の介護保険料（単位：円）(表1)

(表3)

(表2)

い　き

北 南

隣　地

10ｍ

5ｍ

隣地境界線 敷　地　内 道路幅

北側斜線

絶対高さの制限

道路斜線

道路境界線

こ
う
ば
い
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職 種 受験資格 試験地
行政事務
電気･情報
機 械
土 木
農 業
農業土木
林 業

昭和55年4月2日から
昭和59年4月1日までに
生まれた人

大 津 市
京 都 市
福知山市
大 阪 市
神 戸 市
姫 路 市
明 石 市
豊 岡 市
奈 良 市
和歌山市
田 辺 市

郵政事務Ａ
郵政事務Ｂ

昭和51年4月2日から
昭和59年4月1日までに
生まれた人

税 務
昭和56年4月2日から
昭和59年4月1日までに
生まれた人
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情報
BOX

ピアノコンサート

三浦 直子さん

６月20日�

午 後 ０ 時 15 分 ～ 45 分

市役所１階市民交流ロビ－

バラード 第４番 op.52
束の間の幻影作品22より

問�文化自治振興課

市民交流ロビーコンサート

出
演

曲
目
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�
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◆
太
極
拳
一
日
無
料
体
験

６

月
12
日
�
、
午
後
１
時
〜
３
時
。

西
小
倉
コ
ミ
セ
ン
。
内
田
さ
ん

(

�
23
・
１
４
２
０)

。

◆
園
庭
開
放

６
月
13
日
�
、

午
前
10
時
〜
正
午
。
雨
天
中
止
。

無
料
。
の
ぼ
り
児
童
館(

�
33
・

８
３
７
５)

。

◆
国
際
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
入
門

講
習
会

６
月
14
日
�
、
午
後

７
時
〜
９
時
。
宇
治
公
民
館
。

無
料
。
西
村
さ
ん(

�
32
・
３

５
０
９)

。

◆
宇
治
将
棋
教
室

◎
６
月
16

日
�
・
７
月
７
日
�
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
〜
５
時
。
広
野
公

民
館
。
◎
６
月
24
日
�
・
７
月

８
日
�
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
。
中
央
公
民
館
。

い
ず
れ
も
無
料
。
林
さ
ん(

�

44
・
８
１
５
９)

。

◆
市
民
吹
奏
楽
団
第
18
回
定
期

演
奏
会

６
月
17
日
�
、
午
後

２
時
〜
。
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ

ー
ル
。
無
料
。
能
勢
さ
ん(

�

23
・
４
４
３
３)

。

◆
市
民
歩
こ
う
会

６
月
17
日

�
、
午
前
８
時
半
、
京
阪
宇
治

駅
前
集
合
。
大
阪
交
野
方
面
。

約
12
キ
ロ(

一
般
向
き)

。
２

百
円
。
田
中
さ
ん(

�
24
・
６

３
３
５)

。

◆
新
撰
組
の
道
を
行
く

６
月

16
日
�
、
午
前
10
時
。
京
都
中

央
郵
便
局
前
集
合
。
雨
天
中
止
。

天
満
屋
跡
〜
新
撰
組
記
念
館
〜

四
条
大
宮
駅
方
面
。
２
百
円
。

弁
当
持
参
。
ふ
る
さ
と
探
訪
ク

ラ
ブ
青
木
さ
ん(

�
43
・
３
７

４
７)

。

◆
ジ
ュ
ニ
ア
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ス
ク
ー
ル

６
月
16
日
�
、
午

後
２
時
〜
４
時
。
黄
檗
体
育
館
。

小
学
４
〜
６
年
生
対
象(

保
護

者
送
迎
要)

。
無
料
。
上
靴
持

参
。
久
保
さ
ん(

�
０
７
５
・

６
２
２
・
２
６
３
８)

。

◆
一
日
体
験
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

６
月
17
日
�
、
午
前
９
時

半
〜
午
後
３
時
。
天
ケ
瀬
森
林

公
園
。
弁
当
持
参
。
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
う
じ
木
曽
さ
ん(

�
23
・

２
８
８
６)

。

◆
イ
ン
ド
・
コ
ス
モ
ニ
ケ
タ
ン

学
園
小
学
校
建
設
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト(

イ
ン
ド

古
典
＆
現
代
音
楽)

収
益
金

は
イ
ン
ド
の
小
学
校
建
設
資
金

に
使
わ
れ
ま
す
。
６
月
17
日
�
、

午
後
２
時
開
演
。
市
民
会
館
。

一
般
千
８
百
円
、
大
学
生
千
５

百
円
、
高
校
生
千
３
百
円
、
小

・
中
学
生
５
百
円
。
杉
林
さ
ん

(

�
31
・
５
６
８
３)

。

◆
禁
煙
ふ
れ
あ
い
将
棋｢

と
金

会｣

６
月
17
日
�
、
午
後
１

時
〜
５
時
。
中
畑
集
会
所(

JR

小
倉
駅
前)

。
有
段
者
歓
迎
。

年
千
円
。
西
村
さ
ん(

�
22
・

８
３
３
１)

。

◆
水
墨
画
展(

広
墨
会)

６
月

19
日
�
〜
23
日
�
、
午
前
10
時

〜
午
後
４
時(

23
日
は
午
前
中)

。

無
料
。
広
野
公
民
館
。(

�
41

・
７
４
５
０)

。

◆
心
身
障
害
児(

者)

父
母
の
会

｢
移
動
相
談
会｣

６
月
19
日
�
、

午
後
１
時
半
〜
４
時
半
。
総
合

福
祉
会
館
。
法
律
・
生
活
相
談

(

１
回
45
分
、
予
約
制)

。
無
料
。

６
月
12
日
�
ま
で
に
松
村
さ
ん

(

�
23
・
７
０
７
９)

。

◆
働
き
た
い
お
ん
な
た
ち
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

◎
か
ん
た
ん
！

楽
し
い
！
お
母
さ
ん
が
つ
く
る

絵
本
。
６
月
19
日
�
・
26
日
�
、

２
回
、
午
前
10
時
〜
正
午
。
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
２
千
５
百

円(

材
料
費
込
み)

。
保
育
あ

り(

要
予
約
２
百
円)

。
池
水

さ
ん(

�
32
・
８
８
１
２)

。

◎
香(

源
氏
香)

を
楽
し
み
、

心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん

か
！

６
月
28
日
�
、
午
後
１

時
〜
３
時
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
。
２
千
５
百
円(

抹
茶
付
き)

。

保
育
あ
り(

要
予
約
２
百
円)

。

広
江
さ
ん(

�
20
・
１
８
９
９)

。

◆
童
謡
・
叙
情
歌
を
楽
し
む
会

皆
で
楽
し
く
歌
っ
て
健
康
に

な
り
ま
し
ょ
う
。
６
月
23
日
�
、

午
後
１
時
半
〜
３
時
。
小
倉
公

民
館
。
無
料
。
久
保
さ
ん(

�

24
・
０
３
４
９)

。

◆
京
都
朝
鮮
第
１
初
級
学
校
公

開
授
業
と
交
流
会

６
月
23
日

�
、
午
前
９
時
55
分
〜
正
午
。

無
料
。
朝
鮮
学
校
を
知
る
会
藤

本
さ
ん(

�
24
・
９
０
１
６)

。

◆
宇
治
け
ん
こ
う
登
山
愛
好
会

６
月
24
日
�
、
午
前
８
時
、

JR
宇
治
駅
集
合(

小
雨
決
行)

。

JR
北
小
松
駅
か
ら
岩
阿
沙
利
山

方
面
。
10
キ
ロ(

健
脚
向
き)

。

百
円
。
定
員
30
人
。
６
月
16
日

�
ま
で
に
牧
原
さ
ん(

�
23
・

２
２
６
２)
。

◆
精
神
障
害
者
家
族
の
会
・
茶

の
実

日
ご
ろ
の
悩
み
を
話
し

合
え
る
場
で
す
。
６
月
24
日
�
、

午
後
１
時
半
〜
４
時
。
南
宇
治

コ
ミ
セ
ン
。
無
料
。
大
垣
さ
ん

(

�
44
・
３
２
７
１)

。

◆
チ
ャ
ー
ム
教
室(

眉ま
ゆ

コ
ー
ス)

６
月
26
日
�
、
午
後
１
時
〜

３
時
。
槇
島
コ
ミ
セ
ン
。
５
百

円(

お
茶
、
お
菓
子
付
き)

。

杉
浦
さ
ん(

�
20
・
１
４
７
２)

。

◆
と
う
手
芸
講
習
会｢

３
時
間

仕
上
げ
コ
ー
ス｣

壁
掛
け
、

手
付
き
パ
ン
皿
な
ど
。
６
月
27

日
�
、
午
前
９
時
半
〜
。
切
明

宅(

広
野
町
寺
山)

。
７
百
円
。

切
明
さ
ん(

�
44
・
９
１
６
７)

。

◆
子
育
て
を
楽
し
む
会｢

赤
ち
ゃ

ん
広
場｣

６
月
28
日
�
、
午

前
10
時
〜
正
午
。
木
幡
公
民
館
。

０
〜
１
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
子
と

親
か
妊
婦
さ
ん
。
２
百
円
。
橋

本
さ
ん(

�
22
・
９
７
８
６)

。

◆
宇
治
シ
テ
ィ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
第
37
回
定
期
演
奏
会

７
月
１
日
�
、
午
後
２
時
開
演
。

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
。
７

百
円(

前
売
５
百
円)

。
脇
坂

さ
ん(

�
23
・
４
４
６
２)

。

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講

習
会

７
月
２
日
�
、
午
後
１

時
〜
３
時
。
市
民
会
館
。
６
百

円
。
上
靴
持
参
。
辻
さ
ん(

�

21
・
３
０
８
２)

。

◆
第
17
回
公
民
館
油
絵
サ
ー
ク

ル
合
同
展

７
月
６
日
�
〜
８

日
�
、
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
。

中
央
公
民
館
。
大
西
さ
ん(

�

22
・
１
１
１
９)

。

◆
莵
道
歩
こ
う
会

７
月
７
日

�
、
午
前
９
時
半
、
京
阪
三
室

戸
駅
集
合(

小
雨
決
行)

。
松

ケ
崎
大
黒
方
面
。
８
キ
ロ
。
百

円
。
辻
本
さ
ん(

�
22
・
０
７

７
９)

。

◆
裏
千
家
子
ど
も
茶
道
教
室

第
２
・
４
土
曜
、
午
後
２
時
〜
。

西
小
倉
コ
ミ
セ
ン
。
小
・
中
・

高
校
生
対
象
。
月
２
千
円
。
谷

口
さ
ん(

�
24
・
３
３
２
５)

。

◆
育
児
サ
ー
ク
ル
・
ロ
ン
パ
ッ

パ

リ
ズ
ム
遊
び
・
歌
な
ど
。

第
１
〜
３
火
曜
、
午
前
10
時
半

〜
正
午
。
小
倉
公
民
館
。
３
か

月
〜
２
歳
の
お
子
さ
ん
を
持
つ

母
親
。
月
３
百
円
。
古
今
さ
ん

(

�
20
・
３
６
９
６)

。

◆
め
ば
え
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク

ル

１
歳
〜
未
就
園
児
と
そ
の

母
親
対
象
。
年
齢
ご
と
に
曜
日

設
定
、
月
１
回
。
午
前
10
時
〜

と
午
前
11
時
〜
。
宇
治
公
民
館

か
東
宇
治
生
協
。
月
５
百
円
。

古
川
さ
ん(

�
23
・
９
９
２
５)

。

◆
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
宇
治
第
１

団
団
員

月
２
回(

主
に
日
曜)

宇
治
川
周
辺
を
中
心
と
し
た
野

外
活
動
。
小
学
２
年
生
以
上
の

男
子
対
象
。
月
千
円
程
度
。
東

さ
ん(

�
33
・
６
０
９
０)

。

◆
ア
メ
リ
カ
人
講
師
を
囲
ん
で

｢

の
ん
び
り
や
さ
し
い
英
語
で

チ
ャ
ッ
ト
！｣

毎
週
水
曜
、

午
後
１
時
15
分
〜
２
時
45
分
。

宇
治
公
民
館
。
月
３
千
５
百
円

(

教
材
費
実
費
、
お
試
し
レ
ッ

ス
ン
１
回
千
円)

。
杉
丸
さ
ん

(

�
22
・
７
０
２
９)

。

◆
水
墨
画
サ
ー
ク
ル｢

萌
墨
会｣

第
１
・
３
水
曜
、
午
後
１
時

半
〜
３
時
半
。
木
幡
公
民
館
。

月
千
５
百
円
。
助
野
さ
ん(

�

23
・
６
７
４
０)

。

◆
詩
吟
ク
ラ
ブ

第
１
・
２
・

３
火
曜
、
午
後
８
時
〜
10
時
。

西
小
倉
コ
ミ
セ
ン
。
月
２
千
円
。

山
口
さ
ん(

�
22
・
２
９
９
８)

。

◆
油
絵
サ
ー
ク
ル｢

彩
美
会｣

第
１
・
３
木
曜
、
午
前
10
時

〜
正
午
。
小
倉
公
民
館
。
月
３

千
円
。
山
本
さ
ん(

�
22
・
２

３
３
４)

。

◆
槇
島
茶
道
教
室

第
２
・
４

火
曜
、
午
後
１
時
〜
５
時
。
槇

島
コ
ミ
セ
ン
。
月
３
千
円
。
山

本
さ
ん(

�
22
・
９
８
３
８)

。

◆
将
棋
教
室｢

楽
友
と
金
会｣

毎
月
第
４
土
曜
、
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
。
西
小
倉
コ
ミ
セ

ン
。
初
心
者
歓
迎
。
年
２
千
円
。

上
野
さ
ん(

�
22
・
６
５
４
３)

。

◆
詩
吟
サ
ー
ク
ル

第
２
・
４

木
曜
、
午
後
７
時
半
〜
９
時
半
。

槇
島
ふ
れ
あ
い
。
月
千
円
。
小

倉
さ
ん(

�
45
・
２
２
６
３)

。

◆
健
康
詩
吟
教
室

第
１
・
２

・
４
・
５
月
曜(

月
３
回)

、

午
前
９
時
半
〜
正
午
。
市
民
会

館
。
月
３
千
５
百
円
。
小
倉
さ

ん(

�
45
・
２
２
６
３)

。

◆
サ
ー
ク
ル
水
墨
画(

木
曜
会)

第
２
・
４
木
曜
、
午
前
10
時

〜
正
午
。
西
小
倉
コ
ミ
セ
ン
。

月
２
千
円
。
丸
山
さ
ん(

�
22

・
３
８
３
５)

。

◆
日
本
舞
踊(

猿
若
流
加
洲
喜

の
会)

古
典
・
新
舞
踊
。
毎

週
水
曜
、
午
後
２
時
〜
。
東
宇

治
コ
ミ
セ
ン
。
月
５
千
円(

１

回
千
５
百
円)

。
猿
若
さ
ん(

�

32
・
２
４
７
６)

。

◆
歌
謡
舞
踊(

恵
柳
会)

第

１
・
３
火
曜
、
午
後
１
時
〜
４

時
。
総
合
福
祉
会
館
。
60
歳
以

上
の
人
。
月
千
５
百
円
。
眞
木

さ
ん(

�
23
・
８
２
１
７)

。

◆
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎

週
火
曜
、
◎
初
心
者
＝
午
後
６

時
半
〜
８
時
◎
中
級
者
＝
午
後

８
時
〜
９
時
。
南
宇
治
コ
ミ
セ

ン
。
１
回
千
円
。
中
村
さ
ん

(

�
22
・
１
７
０
２)

。

◆
複
合
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

少
年
少
女
期
に
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
体
験
を(

バ
ス
ケ
ッ
ト
、

サ
ッ
カ
ー
、
卓
球
な
ど)

。
毎

週
土
曜
、
午
後
３
時
〜
５
時
。

太
陽
が
丘
。
小
学
生
対
象
。
月

２
千
円
。
西
岡
さ
ん(

�
22
・

２
８
３
３)

。

◆
実
戦
カ
ラ
テ

第
２
・
４
金

曜
、
午
後
６
時
半
〜
７
時
半
。

槇
島
コ
ミ
セ
ン
。
月
２
千
円
。

柴
田
さ
ん(

�
０
９
０
・
２
２

８
９
・
４
３
５
２)

。

◆
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
教
室

『

Ｄ
・
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｏ
Ｌ』

◎
６

月
19
日
�
〜
、
第
１
・
３
・
５

火
曜
＝
東
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
◎

６
月
27
日
�
〜
、
第
２
・
４
水

曜
＝
槇
島
コ
ミ
セ
ン
。
コ
ー
ス

は
午
後
６
時
〜
７
時
15
分(

フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル)

、
午
後
７
時

15
分
〜
８
時
半(

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ)

、
午
後
８
時
半
〜
９
時
45

分(

ロ
ッ
キ
ン
グ)

。
１
コ
ー

ス
１
回
千
２
百
円
。
木
村
さ
ん

(

�
33
・
７
４
８
１)

。

◆
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
体
操

月
２

回
木
曜
、
午
前
10
時
〜
正
午
。

槇
島
コ
ミ
セ
ン
。
１
回
５
百
円
。

杉
浦
さ
ん(

�
20
・
１
４
７
２)

。
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道
高
校
で
は
、
家
庭
科

で
保
育
を
選
択
し
た
三
年
生

が
幼
児
と
触
れ
合
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
体
験
学
習
を
実

施
。
五
月
三
十
日
�
、
三
年

生
四
十
人
が
二
班
に
別
れ
て

市
内
の
明
星
保
育
園
と
三
室

戸
保
育
園
で
保
育
実
習
。
幼

児
期
の
行
動
の
特
徴
や
発
達

な
ど
に
つ
い
て
、
実
際
に
体

験
し
幼
児
と
触
れ
合
い
な
が

ら
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

将
来
、
保
母
さ
ん
に
な
り

た
い
奥
山
亜
依
さ
ん
は｢

赤

ち
ゃ
ん
を
見
て
い
る
と
可
愛

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
た
り
し
た

と
き
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
、
不
安
で
す
が
赤
ち
ゃ
ん

の
気
持
ち
に
な
っ
て
見
守
っ

て
あ
げ
た
い｣

と
自
分
の
思

い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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子ども和太鼓サークル ｢宙｣ は､
平成９年12月１日に自主サークル
としてスタートとしました｡
サークル名 ｢宙｣ は子どもたち
全員で付けた名前です｡ 毎月第２
・４土曜日(学校の土曜休校日)の
午前10時から正午まで､ 中央公民
館で練習をしています｡ 現在の会
員は小学３年生から高校生までの
15人｡ 活動内容は､ サマースクー
ルなどに参加して練習するだけで
なく､ 老人ホームや養護学校､ 地
域の夏祭りなどの場で演奏を披露
しています｡
｢太鼓をたたいている時が一番

楽しいです｡ なかでも全員の太鼓
がそろって一つになった時が最高

に気持ちいいです｡ 打ち方では
『ぶち合わせ太鼓』 『清流登り打ち』
が好きです｣ と発足当時から参加
している海野くん｡ 太鼓の指導を
している松田さんは ｢子ども達は､
無限の可能性を秘めています｡ 年
齢に合った練習方法で､ 一人ひと
りの個性を引き出してやり､ 全員
の息が合うまで何回も繰り返すこ
とが基本です｣ と言われます｡
太鼓をたたいてみたいという小
学３年生から中学３年生までの人
であれば､ 誰でも参加できます｡
ぜひ見学にきて和太鼓をたたいて
みませんか｡ 会費は月500円｡ [問
い合わせ] 松田さん (�/ FAX44・
6536)｡
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